






































































2) Voltaire, Romans et COlltes, ﾟ iblioth鑷ue de la Pléiade, p. 737. 



































































































そして「どうあがし、たところで (sans ressource) ，不幸になるべく自分の星
によって運命づけられている J (第十七章)と言うザディーグは，幸福になる
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パビロンに戻ったザディーグは，不正と戦う最後の機会を得て，並みいる高
位高官の人々を前にしてこう言う。「私から奪った美しい白の甲宵を身に着け
ているこの人物と，私はこの身なりのままで自分の剣をもって闘う用意がござ
いますJ (第十九章)。ところが兜を被り，鎧を着て，腕鎧をつけた卑劣なる相
手に立ち向かうザデイーグの身なりたるや，ナイトキャップを被り，部屋着を
まとった滑稽なものであった。これはまさしく病がちであったヴォルテールの
日常の姿ではないか。
「まるで沖!ljが満ちたりヲ I~ 、たりするように，深遠な哲学と押しつぶされそう
な苦悩とに代わる代わる身をゆだねJ (第九章)ているザディーグにとって，
なし得ることは幸福になりたいという希望をもち続けることである。「この世
で幸福になることはなんと難しいのだろう j と嘆くことは，まさに幸福になり
たいと言うことの裏返しなのであるから。ともあれ希望を失わないこと，たと
えナイトキャップに部屋着すがたでも戦うことは出来るのだと，ヴォルテール
は『ザディーグ』を書きながらみずからを励ましていたに違いない。
(D. 1979 大阪大学言詩文化部非常勤講師)
Zadiぎからの引用文は日本語に直し，引用箇所の章の番号のみ記した。
使用したのは プレイヤード版である。
